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◇ 特集◇ 地球体験キャラバンスペシャル リポート  

ＪＩＣＡ二本松で行われた
「地球体験キャラバンスペシャル2010」の様子

2010年夏号 通算
19号（ ）̶ 季刊年 4回発行̶

タイ文字で自分の名前を書く参加者 外国人ゲストとボール送りゲームで交流



地球体験キャラバンスペシャル 2010
～交流と学びの世界旅行～
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2010年夏号

平成22年8月1日、ふくしま青年海外協力隊の会との共催により、ＪＩＣＡ二本松で「地球体験キャラバンスペシャル
２０１０」を開催しました。このイベントは小中学生を対象に、毎年夏休みの時期に行っています。今年は50名以上の
一般参加者が集いました。元青年海外協力隊員（以下「元協力隊員」）から開発途上国のことを聞いたり、日本に来てい
るＪＩＣＡ研修員や県費留学生などの外国人ゲストと一緒に、クイズやスポーツ、音楽などを通して世界のことを知って、
学び、楽しんでもらうことを目的としています。
今年は外国人ゲストが出題する○×クイズをしたり、グループ対抗綱引きや玉入れをして汗をかいたあと、食堂でカ
レーとナンのお昼ご飯を食べました。午後は、元協力隊員がそれぞれ工夫をこらして展示した世界各地域のブースを廻っ
て、楽器などに触れたり、話を聞いたり、外国の文字を学んだりしました。最後にメキシコ人ボーカリストと二本松市
にあるダンススタジオの先生をお招きし、「ボラーレ」の曲に合わせて全員で踊りました。
折からの暑さに、バテ気味の参加者もいましたが、スポーツやダンスを通して、外国人ゲストと楽しく交流すること
ができ、また世界旅行に見立てた元協力隊員の赴任国紹介でさまざまな文化に触れることができて、参加者からは「楽
しかった」、「世界旅行をもっと体験したかった」、「また来たい」といった感想が寄せられました。

体育館に集まり、まずは外国人
ゲストの自己紹介。それぞれの
国の言葉で「こんにちは！」と
いうあいさつや、名前を聞きま
した。この日のために集まった
ゲストは、10カ国 17名です。

外国人ゲストを含めた 4つのグループに分か
れ、対抗ゲームの始まりです。○×クイズ、ボー
ル送り、玉入れ、綱引き、長縄跳びを行いま
した。写真は、玉入れの玉を数えている様子。

元協力隊員が派遣された国の民芸品や民族服、楽器など
に直接触れ、元隊員から話を聞くことで、多様な文化を
肌で感じることができました。アジア、大洋州、中南米、
アフリカ、中東を回って、世界旅行をした気分に！

ダンススクールの先生の指導による振付け
練習のあと、メキシコ人ボーカリストがギ
ター演奏する「ボラーレ」に合わせて、み
んなで一緒に踊りました。聞いたことのあ
るメロディですが、踊ってみると意外に難
しい？！

10：00～オープニング

10：25～ グループ対抗ゲーム

12：20～ 世界旅行

13：45～ フィナーレ　



「世界の笑顔のために」プログラム
～二本松青年会議所の活躍～
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｢世界の笑顔のために｣ プログラムは、開発途上国で必要とされている教育、福祉、スポーツ、文化など
の関連物品を日本国内で募集し、JICAが派遣中の青年海外協力隊員をはじめとするJICAボランティアを通
じ、世界各地へ届けるプログラムです。

二本松市立小浜中学校からピアニカを引き取る二本松ＪＣのメンバー（右か
ら野地専務理事、根本委員長、斎藤理事長）。左は、小浜中学校の丹治校長、
生徒 2名。

社団法人二本松青年会議所（以下、二本松JC）のメン
バーは、毎年二本松市内にある中学校をまわって、使わ
なくなった楽器の回収活動を行っています。
集まった楽器を、「世界の笑顔のために」プログラムを
使って、開発途上国へ届ける予定です。

平成22年度、福島県二本松市内で東和地区の7つの小
学校が1校に、安達地区の2つの小学校が1校に統廃合さ
れました。
二本松JCでは、不要になる学校のいろいろな用品を集
めて、開発途上国へ贈ることも計画しています。

二本松市内の中学校を
回り、楽器回収に協力
をお願いする二本松Ｊ
Ｃのメンバー

二本松ＪＣにカンボジアから届いたお礼状　▲

▲

2008 年度にも同じく「世界の笑顔のために」プログラムに
参加し、楽器回収を行いました。当時カンボジアに派遣され
ていた隊員が楽器を受け取り、現地で活用した報告を見るこ
とができました。そのときの喜びが、また続ける原動力になっ
ています。

メールでの呼びかけ
にご協力いただく福
島県生活環境部国際
課の伊藤俊雄主査

途上国の子どもたちに贈るために、現在、二本松市の教育委員会と二本松ＪＣが協力し、不要になった学校用品を集
めています。その後、「世界の笑顔のために」プログラムに応募し、世界の国々へ贈られる予定です。その過程において、
必要なときには、福島県生活環境部国際課から現在派遣中のＪＩＣＡボランティア（うつくしま国際協力大使）に連絡
する場合もあります。
統廃合された学校の不要品が、途上国でふたたび児童によって使われるよう、二本松ＪＣのみなさんの活動は続きます。



福島県伊達市立霊山中学校
吉野ひな子教諭の取り組み
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霊山中学校の吉野ひな子先生は、平成19年度JICA教
師海外研修（バングラデシュ派遣）の参加者です。以来、
時間を見つけては、工夫をしながら、子どもたちに世
界のこと、日本とのつながりについて教えておられま
す。今回、道徳の時間を使った国際理解教育授業の様
子を取材させていただきました。

今回の授業では、ワールドカップの話題に合わせ、
「サッカーボールから児童労働を考える」に取り組みま
した。
まず初めに先生から、「2010年FIFAワールドカップ
が始まりますね！」との呼びかけに、生徒たちは、皆
興味津々の様子。このスポーツの祭典に出場するセル
ビアとコートジボワールという2つの国を挙げ、「これ
らの国は難民のふるさとなんだよ」と語りかけます。そして「この難民キャンプでも人気の遊び、それが皆も好きなサッ
カー」であることを説明します。
「さて、このサッカーボールはどこで作られているのでしょう？」という質問に、生徒はアフリカ、ブラジル、イタリア、
などと答えます。答えは、「パキスタン」。日本で買うと1個5,000円のサッカーボールが、実はパキスタンの子どもによっ
て、ボール1個を縫う給料が24円で作られている現実があることを知ると、教室がどよめきました。
日本の人口が約1億3,000万人に対して、世界の児童労働の人口は約2億5,000万人といわれています。

ここで、それぞれが感じた感想をノートに書くように指示がありました。そこには「ショックだった」「かわいそう」「日
本は豊か」というものから、「家族のためにすごいと思う」「ボールを大切にしようと思った」「学校に行かせてあげたい」
など、それぞれ感じた気持ちが書き込まれていました。

最後に、吉野先生は、児童労働が起きている世界の
現実を知って行動を起こした2つの活動を紹介しまし
た。一つは、当時12歳だったクレイグ・キールバー
ガー氏がカナダで設立した「フリー・ザ・チルドレ
ン」、もう一つは貧しくてサッカーボールを買えない
子どもたちへＣＤの売上金を使って、ボールを届け
るYELL FROM NIPPONプロジェクトです。この
YELL FROM NIPPONプロジェクトで作成した歌「友
情のエール」を皆で聞き、児童労働に対していろいろ
な活動がされていることを知りました。

生徒たちに身近なサッカーを通して、遠い世界にい
る同じ世代の子どもの生活を知り、自分たちと比べ、
何ができるのかを考える貴重な時間となりました。

取材日：平成22年6月10日

▲ 福島県伊達市立霊山中学校
の英語科教諭、吉野ひな子氏
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班ごとに出た意見を発表しあいました

先生の説明を真剣に聞く生徒たち

▲▲▲▲ 福福島福福島
の英語語



「空飛ぶ車いす」に願いを込めて…
～修理ボランティアの取り組み～
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今年で活動3年目を迎えますが、初めは車いすがなかなか集
まりませんでした。しかし、新聞での記事をきっかけに、県内
外の個人や団体から届くようになりました。
生徒のほとんどが、車いすに触ることが初めてで、海外も遠
い存在だったといいます。「工程は意外と難しい」というこの
取り組みを続けていくうちに、「モノを大事にしようと思うよ
うになった」と、それぞれに気持ちの変化が現れてきました。
この車いすを使う人へ、「大切に使ってほしい」と生徒全員の
心がこもっています。
班長の渡邊義晃さんは「自分が培った技術が、少しでも多く
の体の不自由な人の役に立つことがうれしい」と、一生懸命車
輪を磨きながら答えてくれました。自分と開発途上国とのつな
がりを少しずつ感じ始めている生徒へ、これからも気付きの機
会を与えたい、と担当の蛭田先生の挑戦は続きます。

取材日:平成22年6月25日
車輪がよく回るよう熱心に指導する蛭田先生　
2人一組になって一つの車いすを担当します

「空飛ぶ車いす」とは、日本の工業高校生が再生し
た車いすを、アジア諸国の子どもや高齢者にプレゼン
トする活動です。この活動は、車いすをバトンとして、
車いすを提供してくれる人、修理する人、運ぶ人、な
どのボランティアのリレーで成り立っています。
この中で、福島県立福島工業高等学校の機械科3年生
８名は、蛭田清孝先生指導のもと、修理ボランティア
を行っています。一度分解して部品の洗浄やタイヤ交
換、さび取りなどの整備と修理をし、再度組み立てます。

機械科の学生 8名。前列左から、伊藤聖さん、
日下卓也さん、高橋隼人さん、渡邊義晃さん、
後列左から、担当の蛭田清孝先生、菅野利浩さん、
鈴木遼さん、大井瑞貴さん、松尾洋輔さん。

①分解　
これで車いす一台分

②磨く　
丁寧に磨くと
輝いてきます

③整備・修理のあと
組み立てて完成！

出発前に、JICA 帰国専門
家福島県連絡会による壮行
会に出席した沼田光夫氏

2010年3月に、福島県農林水産部農村振興課長を退職された沼田さん
は、JICA専門家としてベトナムに派遣されることになりました。
農作物の生産体制及び制度運営能力向上プロジェクトに携わる予定
で、協力期間は3年半とのことです。
「ベトナムは初めて」という沼田さんですが、「がんばってきてください！」と一同から応
援を受け、笑顔で「行ってきます」と話されました。
健康に留意され、ご活躍されることを祈念しています。
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［第 8回］

英語　語学講師　
ジャッキー・ニューポート・ジュニア　（アメリカ出身）

シリーズ連載

一般的に、二つのものを同時に持
つことはできないものですが、人生の
時々において、幸運に恵まれることが
あります。私は幸運にも、住み、働く
という二つのことを同時に叶えている
特別な場所にいます。その場所とは、
福島県です。
私が幸運に思っていることの一つ

は、JICA二本松で働きながら、四季
折々の美しい自然を感じることができ
ることです。JICA二本松は、あだた
ら山に位置しているため、春と秋には、
周りの景色全体の色彩が鮮やかに変
わり、鳥のさえずりに包まれます。冬
には、雪が覆いかぶさり、まるで平和
と穏やかさを絵に描いたようです。
私が幸運だと感じる二つ目のこと

は、郡山市という現代の便利な生活も
同時に享受していることです。何か買
いたいものがあれば、それを売る店が

あり、食べたいものがあれば、それを
料理するレストランがあります。映画
やコンサートの会場もあり、病気や怪
我のときにも、頼れる場所があります。
なぜ福島に住んでいることが幸運か
について、場所をいくつも挙げること
は簡単ですが、それよりも重要な理由
があります。それは、ここに暮らす人々
です。JICA二本松で、私が一緒に働
く人々は素晴らしいです。ときにはう
まく意思疎通ができなくて大変なこと
もありますが、所長からスタッフにい
たるまで皆、辛抱強く、理解のある人
たちばかりです。郡山市のご近所の
方々もとても親切で思いやりがあり、
いつも必要なときに助けてくれます。
福島県は私にとって特別な場所で、

本当に幸運に思っています。この場所
は、精神を満足させるだけでなく、心
も満たしてくれるからです。

アメリカ合衆国Data
面積：962.8万平方キロメートル

（50州、日本の約25倍）
人口：約3億914万人 
首都：ワシントンD.C.
言語：英語
通貨：米ドル

～福島で暮らす私の印象～

シリーズ連載 ［第 8回］

チリ共和国。日本から直線距離で17,000㌔、時差　―
12時間(冬時間は　―13時間)、最短でも26時間かかる遠
い国。
私は南米チリのペニャブランカ病院で作業療法に携わ
りました。作業療法室の新設、地域医療支援を主活動にし、
その他、大学での講義、他の医療隊
員との健康キャラバン･日本展、患
者さんと折り紙展、剣道によさこい
に三味線。出来る事は何でも挑戦し
ました。毎日突っ走り、慣れないス
ペイン語で意見を言い合い、悔しく
て寂しくて泣いて過ごす日々もいっ
ぱいありました。でも、どんなに辛
い時でも同期の隊員をはじめ仲間が

支えてくれました。遠くの家族や友達もたくさんエール
をくれました。そして、チリの家族や友達が抱きしめて
くれました。
中進国チリでのリハビリを通し、現地で暮らす人々の
生と死に触れ…生きる厳しさ、死を受け入れる強さを感
じ、自分の仕事への意識が変わりました。感謝の気持ちと、
笑顔がもたらす効果も実感しました。
私を心身共に成長させてくれた南米チリ共和国。そこ
は私の大切な第二の故郷です。

チリでの作業療法
　　体験活動を通して
平成19年度第2次隊　チリ・作業療法士
三菅　麻美（本宮市在住）

▲地域リハビリ施設で作業活動をしている様子 

▲ 病院でリハビリをしている様子
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福島県出身のJICAボランティア

JOCV　原　寛典
出　身　地：いわき市
派遣予定国：ザンビア
職　　　種：エイズ対策
座右の銘は「やらない善より
やる偽善」。現地では私の一つ
ひとつの行動が何よりも大事に
なると思います。現地で活動す
るには訓練所での各種訓練は欠
かせないものになりますので、
精一杯楽しみながらがんばりた
いと思います。

■ 駒ヶ根訓練所  

平成22年度第2次隊

JOCV　菅野　良浩
出　身　地：川俣町
派遣予定国：フィリピン
職　　　種：自動車整備

以前から憧れていた青年海外
協力隊員になれたことを嬉しく
思っています。私は、ここに来
るまでにもいろいろな方々に支
えられて、また今も語学訓練な
どの指導を受けさせて頂いてい
ます。常に謙虚さを忘れずに、
福島の代表として恥ずかしくな
い立派な活動をして参ります。

SV　遠藤　真一
出　身　地：いわき市
派遣予定国：ボリビア
指 導 科 目：地質学

今駒ヶ根訓練所にて、スペイン語を始め必
要な知識、特に人間の安全保障、公平性につ
いて、任国の目線で自助努力を支援するとい
う大事な考え方を身につけています。そして、我々は任国で
得た貴重な教訓や経験を、帰国後社会還元するよう決意を新
たにしています。訓練所の研修が厳しい程、各国の国旗が余
計身近に感じ、朝の国旗掲揚に感動致しています。

SV　森田　久夫
出　身　地：会津若松市
派遣予定国：パナマ
指 導 科 目：農業生産技術

皆様、お元気でお過ごしでしょうか。私は
駒ヶ根の雄大な自然に囲まれた環境の中で派
遣前の訓練生活を過ごしています。任国での
業務活動に必要不可欠なスペイン語や国際協力に関する講座
を学び理解し、隊員としての自覚を高め自己研鑽に努めてい
ます。訓練修了後の派遣に向けた、この貴重な支援の機会を
企画されました事に感謝しております。

JOCV　山内　伸江
出　身　地：会津若松市
派遣予定国：セントビンセント
職　　　種：村落開発普及員

任国へ向けて現在訓練所で同志と切磋琢磨
し、語学や講義を受けています。何が出来る
のか模索中ですが現地の人と共に生活し、問
題を共有し信頼を築いていけるよう何事も積極的な姿勢で取
り組んでいきます。不安もたくさんありますが、応援してく
ださる方々に感謝し、悔いの残らない活動ができるよう日々
大切に過ごしていきたいです。

SV　吉田　恵美子
出　身　地：矢吹町
派遣予定国：ドミニカ共和国
指 導 科 目：映像

任国であるドミニカ共和国のマスメディア
産業に少しでも貢献出来るよう頑張りたいと
思います。これからこの業種を目指す現地の
人たちへ何か一つでもアドバイス出来たら嬉しいです。また
現地の人たちとの交流により、自分もどれだけ共に成長出来
るか今から楽しみでもあります。

■ 二本松訓練所　

※紹介欄にあるＪＯＣＶとは「青年海外協力隊」、
　ＳＶとは「シニア海外ボランティア」のことです。
※紹介欄にあるＪＯＣＶとは「青年海外
　ＳＶとは「シニア海外ボランティア」

二本松青年海外協力隊訓練所では199名、長野県にある駒ヶ根訓練所では
233名のボランティアが７月7日（水）に派遣前訓練を開始しました。

福島県出身 JICA ボランティア  2010 年 7月 7日現在（派遣中）
福島県出身 JICAボランティア人数
合計派遣中　49名 /累計　583名
青年海外協力隊員数
派遣中 43名 累計 534名

シニア海外ボランティア数
派遣中 6名 累計 35名

日系社会青年ボランティア数
派遣中 0名 累計 9名

日系社会シニアボランティア数
派遣中 0名 累計 5名
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